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なかでは，Gombore	I と Garba	IV 遺跡（1.5-1.3Ma）と
が Tuff	A と呼ばれる火山灰の下部に位置する最古の遺
跡であり，その直上に位置するのが Garba	XII 遺跡の J
層（1.07Ma）である．さらに，Simbiro	III（D-A 層），






































































図 2　Gombore I 遺跡の黒曜石製の剥離生産物　（Piperno	et	al.	2009）
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　Gombore	I γ遺跡は，Garba	IV 遺跡と Garaba	Ⅻの
J 層の中間に位置づけられる．ビィファース（Biface/
hand-axe）を出土しない．礫石器に属するものが全体
の 3分の 1をしめる．このうちの 1割ほどが黒曜石製の
チョッパーである．剥片生産に関するものでは，石核の

































































































































　GomboreII 遺跡は 1966-75 年にかけて，そして 1992-
95 年にかけて発掘調査が行なわれた．Locality1-5 の 5
遺跡のうち，下層（Lower	part）とされるのは，Tuff	B	





　石器関係の遺物は，Locality	1 遺跡が 666 点，	Locality	
3 遺跡が 742 点，	Locality	4 遺跡が 134 点，	Locality	5 遺












ファースの 85% は黒曜石製である．ビィファースは 50
－ 130mm の大きさであり，全体として平板である．そ





























が 1148 点，礫（破粋されたものも含む）が 734 点，原石（ハ
ンマーストーンとして用いられた可能性を示唆する打撃

























































ラス質の火山岩が EG よりも重要視され，EG において
は，OGSよりも粗面岩が重要であるという相違がある．





1 割強であるが，石器としては，前者が 3 割弱，後者が
約 5割と関係が逆転する．
　粗面岩をはじめとする 70% 以上の石材は，近隣で採
取される礫であり，WG2E そして G13 遺跡などで発見


































13 点，最小で 9 点が 1 つの石核に接合したことから，
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Obsidian exploitation during the Lower Pleistocene
Masayoshi	Yamada1*
Abstract
The first obsidian lithic industry in the human history was developed at the site of Melka Kunture in Ethiopia after 
the Olduvai event (1.8Ma). Homo erectus procured obsidian pebbles to produce the Oldowan industry. The Acheulean 
industry first appeared during the Jaramillo period (1.0Ma). Homo erectus exploited an obsidian source to produce this 
industry, and in particular Acheulean bifaces. The Acheulean industry was characterized by the development of integrated 
production over a wide region, including primary source areas and the exploitation of obsidian. 
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